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１．１．１．１．    問題と目的問題と目的問題と目的問題と目的 

近年若者の性意識が寛容になり、また性行動が低年齢化、活発化しているといわれている。し

かし、すべての青少年の性行動が低年齢化、活発化しているわけではなく、それらがみられるの

は一部の青少年である（日本性教育協会，2007）。同世代、同性間における性に対する態度や性

行動における差異には、何が関係しているのだろうか。 

これまで性行動の心理学的な立場からは、自尊感情の観点で研究がなされてきた。しかし、性

交経験の有無と自尊感情の明確な関連は示されていない。ただし、性行動と自己存在感の明確な

関連は示されていないものの、Erikson（1968 岩瀬 1982）や Eric Berne(1970 石川・深澤 

1999)などが、古くから性行動と自己の関連を指摘している。 

また、近年の青少年に対して「空虚な自己」（影山，1999）、「自己存在感の希薄さ」（湯川，）

2002）、「脆弱な自己肯定感」（土井，2004，2008）など、自己感覚が希薄で脆いという指摘があ

る。性行動の低年齢化・活発化が一部の青少年の間にみられることと、青少年の自己感が希薄化

していることには何か関係があるのだろうか。 

よって本研究の目的は、大学生の性に対する態度および性行動と自己存在感の希薄さの関連を

検討することである。大学生の性に対する態度および性行動が自己とどのような関わりがあるの

かを検討することは、若者の性感染症や HIV感染、望まない妊娠などの危険性および予防の観点

や、心身の健康の維持増進に役立つと考えられる。 

 

２．２．２．２．    方法方法方法方法 

首都圏の私立大学に在学する大学生約 550 名を対象に質問紙を配布し、約 344 名（回収率

60.72％）の質問紙を回収した。そのうち有効回答数である 250名（男性 82名、女性 168名）を

分析対象とした。平均年齢は全体で 19.39（±1.25）歳、男性は 19.34（±1.35）歳、女性は 19.41

（±1.20）歳であった。 

質問紙の構成は、①性に対する態度尺度（和田・西田，1991）、②性行動経験（和田・西田，

1991）、③性交渉経験人数、④自己存在感の希薄さ尺度（湯川，2002）である。 

 

３．３．３．３．    結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察 

性に対する態度について性に対する態度について性に対する態度について性に対する態度について 

性的態度尺度 46 項目に対して、主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。その結果、

「性に対する寛容さ」（α＝.92）、「性による交流」（α＝.75）、「性に対する責任」（α=.62）の３

因子が抽出された。 

性交経験性交経験性交経験性交経験 

本研究の対象者の性交経験率は、45.2％（男性 50．0％、女性 42.9％）であった。先行研究（関

塚ら 2004，草野 2006）と同様の経験率であり、本研究の対象者は性交経験において平均的な

集団であると考えられる。 

大学生の性的態度および性行動と自己存在感の関連について大学生の性的態度および性行動と自己存在感の関連について大学生の性的態度および性行動と自己存在感の関連について大学生の性的態度および性行動と自己存在感の関連について 
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    性に対して寛容であるほど、他者との関係や時間的展望において自己の存在感を感じていない

ことや、性に対して責任感を持っているほど、他者との関わりのなかで自己の存在感を感じてい

ることが示され、性に対する態度と自己存在感の間に関連があることが示唆された。 

その一方で、デートやキス、性交などの性行動経験および性交渉経験人数と自己存在感の間に

有意な関連は認められなかった。自己存在感の低い者の中には、他者との関わりを回避している

者や、低い自己感を持っていても性行動相手との関係で補われており、自己感の問題が浮上しな

いことも考えられる。すなわち、自己存在感の低い者の性行動の取り方は多様であると考えられ

る。 

性に対する態度と自己存在感の関連は示されたが、性行動と自己存在感の関連は示されなかっ

た。その理由として、行動と心理の関連を検討することの難しさである。人間の行動は、ひとつ

の心理的要素で説明をできるほど単純なものではないだろう。よって、性行動と自己存在感の関

連を検討することは容易なことではなく、本研究の方法ではその関連を示すことはできなかった

のだと考える。 

 

大学生の性的態度と性行動の関連について大学生の性的態度と性行動の関連について大学生の性的態度と性行動の関連について大学生の性的態度と性行動の関連について 

 性に対して寛容であるほどに、性行動がすすんでおり、また性交経験人数が多かった。これは

男性に顕著であることが示され、先行研究と一致した。特に性交渉経験人数を複数人あげた者の

なかには、一晩だけの関係であったり、同時進行的に複数人と関係を持ったりした経験がある場

合も考えられ、自身の経験と質問項目を照らし合わせて回答した可能性がある。性による交流に

ついては、これまでの性交人数がひとりである者が、性交未経験の者よりも性による情緒的な交

流を意識していることが示された。初交相手の多くは恋人であり（NHK「日本人の性」プロジェ

クト，2002）、また初交後は相手と深い仲になれたり、愛情を感じたりすることができたという

報告も多い（日本性教育協会，2007）。このことから、性行動相手との関係やそれがどのような

性行動であったのかが、性による情緒的な交流を意識する程度に影響するのだろう。 

以上のことから、性に対する態度が先行して性行動に移る場合もあれば、性行動から得たもの

が性に対する態度へと結びついていく場合もあると考えられる。よって、性に対する態度と性行

動は関連していることが示唆された。 

今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題 

まず質問紙の回収率の低さがあげられる。回収率は 60.72％であり、回答に偏りがあると考え

られる。回収率の低さの一つに、性に対する態度や性行動について回答し辛さがあるためだと思

われる。また、性行動という行動に焦点を当てていることである。心理と行動の関連を検討する

ことは容易ではなく、それを質問紙で検討することはより難を極めるだろう。これらの課題をど

のようにして解消していくかが今後の課題である。
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